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箇所 誤 正

ｐ．３９　図２．２ アドレス　FFFF16　(下から2行目)FFFE１６

ｐ．４８　図２．６
図のタイトル
PRG0202のコピー手順

PRG0203のコピー手順

・第1刷～第3刷
ストア命令の説明
r ← (adr)、r  ← (adr + (x))
・第4刷～第9刷
ストア命令の説明
(adr) ← r、(adr + (x)) ← r

ｐ．６４　プログラムＰＲＧ０３０１の１７，１８，１
９行目

ＳＵＢＡ ＳＵＢＬ

ｐ．６５　[６行目]の説明 命令コード　ＳＲＬ ＡＤＤＬ
ｐ．６６　図３．２ （ｂ）の命令　ＬＡＤ ＬＤ
ｐ．６８　図３．３ 主記憶の３つ目　　2000 3000
ｐ．６８　下から３行目と５行目 ＡＤＤＡ ＡＤＤＬ

ｐ．７２　図３．５
表の５行目
1111 1111 1111 0101

1111 1111 1111 0110

ｐ．７４　図３．７
この下位16ビット000016をＧＲ４

に設定

この下位16ビット000016をＧＲ２に

設定
ｐ．７６　下から４行目 値を符号なし数値とみなして 値を符号つき数値とみなして

ｐ．８７　１８行目
【６－８行目】の説明
13702(358G16)が…

【６－８行目】の説明
13702(358616)が…

ｐ．１０１　下から13行目と14行目 ＝10×40……＝10×80 ＝10×４……＝10×８

ｐ．１０９　実行のようすＰＲＧ０４０１
（ｌ）１６行目実行後　ＳＦ，ＺＦの
網掛け

ＦＲの値は変化しないので、網掛
けは不要

ｐ．１１１　表４．１ ＳＵＢＬのオペランド　ｒ１．ｒ２ ｒ１，ｒ２

ｐ．１１２　最後の行
汎用レジスタやメモリは読み書
きしない．

汎用レジスタやメモリの内容は変
化しない．

ｐ．１１４　上から３行目 ＣＰＬ命令（算術比較命令） ＣＰＬ命令（論理比較命令）
ｐ．１１４　表４．３ 算術計算 算術比較
ｐ．１１４　表４．３ ＣＰＬのオペランド　ｒ，ｚｄｒ[，ｘ］ ｒ，ａｄｒ[，ｘ］
ｐ．１１９　表４．４ 右の表中の　ＪＮＥ ＪＺＥ
ｐ．１２０　プログラムＰＲＧ０４０３ 22：　ＬＥＮ　ＤＣ 22：　ＬＥＮ　ＤＳ
ｐ．１２３　実行のようすＰＲＧ０４０４ （ｃ）９行目の実行前 （ｃ）９行目の実行後
ｐ．１２６　図４．11右上 －１と比較した場合(図4.9(b)) －１と比較した場合(図4.10(b))

ｐ．１３３　図５．３
ＬＯＯＰの前の処理
ＧＲ２初期化

削除

（同上） 条件判定　ＧＲ１の値＞０ ＧＲ１の値≠０
ｐ．１３８　実行のようすＰＲＧ０５０３ (j)～(m)行目のGR１の指すメモ

リ
'A'

ｐ．１４１　下から５行目
ＯＲＧＬＥＮは２８行目で、文字
列の長さ１２として定義される

ORGLENは２９行目で、文字列の
長さ１１として定義される

ｐ．１４２　図５．９の下の文の１行目と２行目 そして、２２行目で、～２３行目 そして、２３行目で、～２４行目～
ｐ．１５７　図６．４ PRの値

０００D
０００E

ｐ．１５９　プログラムＰＲＧ０６０２ 10：　CALL　DISP 10：　CALL　ＤＩＳＰ１
ｐ．１７３　11行目 Ａｂｃｄｅｆ ａｂｃｄｅｆ

ｐ．１７７、１７８　実行の様子ＰＲＧ０６０５

（ｈ）１回目の１４行目実行後
（i）１回目の１４行目実行後
（j)１回目の１４行目実行後
（k）１回目の１４行目実行後

（ｈ）２回目の１４行目実行後
（i）３回目の１４行目実行後
（j)４回目の１４行目実行後
（k）５回目の１４行目実行後

ｐ．１８１　下から５行目 EFFE１６ EFFF１６

ｐ．２０１　上から３つめの処理 3016 3016

ｐ．２０９　上から１行目 Javasbatで実行する． Javas.batを実行する．
ｐ．２０９　上から６行目 Java　CASLⅡ　<ファイル名> Java　CASL２　<ファイル名>
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「プログラミング入門　CASLⅡ」正誤表

ｐ．５５　表２．８ adr ← (r)、adr + (x) ← (r)


